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１．はじめに

ISO/IEC17025 とは、試験・校正を行う能力に関する一般要求事項を規定した国際規格で、
試験所・校正機関の能力を判断する際の基準として信頼されています。また、試験結果の

国際相互認証は非関税障壁の撤廃、ワンストップテスティングなどにも貢献します。特に

国際分業が進んでいる繊維分野では、これらの事が重要になっています。

当センターでは、平成 18 年度から技術支援の質的向上を目的に「ものづくり技術支援
質的レベル倍増活動（QL2 活動：Quality Level 2 倍）」を行っており、その中の一つとして
ISO/IEC17025 の認定取得分野を広げています。
２．実験方法

当センターでは、ISO/IEC17025 の認定を JISL1096「一般織物試験方法」の 8.12.1 a) 繊

維引張強さ試験で取得しました。不確かさの算出するための試験は、試験片：5cm、つか
み間隔：100mm 及び 200mm、引張速度：つかみ間隔に比して 50％及び 100％で行いまし
た。  
拡張不確かさへ影響する因子として、たてよこ方向（A）、つかみ間隔（B）、引張速度（C）

より、試験操作時の不確かさを算出し、同様に試験機の校正証明書より校正値の不確かさ

及び試験器を用いる際の不確かさを算出しました。

表２ 分散分析結果

３．結果・考察

繊維の方向（A）、
つかみ間隔（B）、引
張速度（C）を因子
をして割り当て、実

験計画法に引張強さ

試験を行いました。

その結果を表 1 に示
します。また分散

分析結果を表２に

示します。

表１ 引張強さ試験結果

表２の分散分析

表の誤差項より繰

り返しの不確かさ

を求めました。次

に、校正証明書より試験機の校正値の不確かさ、試験機を用いて測定する際の不確かさを

算出し、それらを表３のバジェットシートにまとめ、拡張不確かさを求めました。

要因 値(±) タイプ 分布 除数 標準不確かさ（N）

試験機の校正値 1.6 B 正規 2 0.8

試験機を用いて測定する際の不確かさ 1.0% B 矩形 √3 2.9

引張試験機に起因する不確かさ 3.0

繰り返しの不確かさ 14.2 A － － 14.2

試験操作時の不確かさ 14.2

合成標準不確かさ 14.5

拡張不確かさ（k=2） 29.0

表３ 拡張不確かさを求めるためのバジェットシート

４．まとめ

バジェットシートより、引張強さの拡張不確かさ U=29.0[N]となりました。
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